
12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

市
民
課
人
権
・
生
活
係 

 

25
１
１
４
１

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
の
第
３
回

国
際
連
合
総
会
に
て
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
12
月
10
日

が
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
日
本
で
も
昭
和
24
年
か
ら

毎
年
12
月
４
日
～
10
日
を
「
人
権

週
間
」
と
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

人
権
相
談

　

毎
月
第
３
火
曜
日
午
後
か
ら
、

市
民
課
相
談
室
に
て
人
権
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
体
罰
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
で
お
悩

み
の
か
た
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
ひ
だ
ま
り

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

と
鳥
羽
市
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
来
場
し
た
子
ど
も
達

と
一
緒
に
「
人
権
風
車
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育

所
を
委
員
が
訪
問
し
、
子
ど
も
た

ち
に
歌
や
紙
芝
居
を
披
露
す
る
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
啓
発
活
動

も
展
開
中
で
す
。

　

12
月
４
日

（木）
の
人
権
週
間
初
日

は
、
午
前
７
時
30
分
か
ら
、
鳥
羽

駅
周
辺
で
人
権
擁
護
委
員
や
法
務

局
職
員
、
市
職
員
な
ど
が
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

小
寺
功
子
・
久
保
正
・
小
中
ち
よ

う
・
山
本
英
子
・
上
井
千
春
・
濱

田
博
文

　
身
近
に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
内
の
小

中
学
生
か
ら
人
権
作
品
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
１
２
８
点
、
中
学
生
84

点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果

次
の
２
点
が
特
選
と
な
り
ま
し

た
。

　

応
募
さ
れ
た
全
て
の
作
品
は
、

鳥
羽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ハ

ロ
ー
２
階
・
催
事
場
に
て
、
12
月

18
日

（木）
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

と
ば
の
わ
ひ
と
の
わ

じ
ん
け
ん
の
わ

和田翔天 ( 安楽島小６年 )

勢力理子 ( 答志中３年 )

特選作品

　

平
成
26
年
10
月
１
日
に
「
母
子

及
び
寡
婦
福
祉
法
」
が
「
母
子
及

び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来

の
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

事
業
お
よ
び
自
立
支
援
事
業
が
新

た
に
父
子
家
庭
の
父
も
対
象
と
し

た
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

　

母
子
や
父
子
、
寡
婦
の
か
た

に
、
そ
の
経
済
的
自
立
や
子
ど
も

の
福
祉
を
図
る
た
め
、
低
利
ま
た

は
無
利
子
で
資
金
を
貸
し
付
け
る

制
度
で
す
。

　

貸
し
付
け
の
種
類
は
、
修
学
資

金
、
住
宅
資
金
、
事
業
開
始
資
金

な
ど
12
種
類
あ
り
ま
す
。

※
貸
付
内
容
、
条
件
に
つ
い
て
は

母
子
家
庭
の
母
親
と
同
様
で
す
。

　

母
子
家
庭
の
母
親
、
父
子
家
庭

の
父
親
が
就
職
に
有
利
な
資
格

(

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
作
業

療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
保
育
士

な
ど)

を
取
得
す
る
際
、
そ
の
養

成
訓
練
の
受
講
期
間
の
う
ち
、
２

年
間
に
つ
い
て
訓
練
促
進
費
を
支

給
し
ま
す
。

　

母
子
家
庭
の
母
親
、
父
子
家
庭

の
父
親
が
指
定
教
育
訓
練(

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
や
医
療
事
務
な
ど)

を
受
講
す
る
に
あ
た
っ
て
支
払
う

入
学
料
お
よ
び
受
講
料
の
合
計
額

の
２
割
相
当
額(

10
万
円
を
上
限)

を
支
給
し
ま
す
。

　

母
子
や
父
子
、
寡
婦
を
対
象
と

す
る
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、
お
互

い
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

励
ま
し
合
い
、
支
え
あ
い
な
が
ら

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
の
向
上
を
図

り
、
会
員
み
な
さ
ん
が
生
活
上
の

困
り
事
や
悩
み
を
克
服
す
る
力
を

培
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
自

主
的
な
団
体
で
す
。

問
合
せ　
鳥
羽
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
会
長　
中
世
古　
和
美
氏

主
な
改
正
内
容

福
祉
資
金
貸
付
と
は

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

鳥
羽
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介

人
権
啓
発
活
動

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん

人
権
作
品
展
特
選
作
品
紹
介

自
立
支
援
事
業
と
は

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
が

                 

改
正
さ
れ
ま
し
た

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室　
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